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　　　　緑内障患者の 漢方治療

（越婢加朮湯投与 に よ る眼圧 の 変化）
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　目的　我 々 の 施設で は，眼科医 と漢方医 の 共 同治 療 ，
い わゆ る西 中医結 合 に よ り難

治性の 種 々 の 眼疾患 に対 して治療 を行 なっ て い る 。 今回，ダイ ア モ ッ ク ス 等の 眼圧 降

ド剤で副作用が み られ，西洋薬 の 長期投薬 が困難 な緑内障 お よび西洋医学治療 に 抵抗

性 を示 す緑 内障の 患者に越婢加朮湯 を投与 し， 投与前後 で の 眼圧 の変化 を検討 した の

で報告 す る 。

　方法と結果　56歳か ら79歳 ま で の 緑内障患者 10名 。 （男4名 ，
女 6名 ， 平均年齢 61．2歳）

に 越 婢加 朮湯 （小 太郎漢 方製薬） 5 グ ラ ム を投与 し， 投薬前と投薬 1 時間後 に 眼圧 を

測定 し，投薬前後で の 眼圧の 変化 を比較検討 した 。 眼圧 の低下は，投与 した 10例 （狭

隅角緑内障 7 名，続発性縁内障 2 名，広隅 角緑内障 1 名）す べ て で 認 め ら れ た。眼圧

の 低 下は，最大1（  mHg ，平均4．9nmHg で あ っ た 。

　考察　眼科領域に お け る漢方治療 で は，白内障な ど に 八味地黄丸 を使用す る こ と が

知 られて い るが ， 眼科的 な計測 を用 い た治験 報告は少 な い 。さ らに ，越婢加 朮湯 を緑

内障 に 用 い た と い う報 告は，ほ とん どな い
。

　今回の 治験で ，眼圧 の 変化 を 1時 間と い う短期間 に 限 っ て 実験 をお こ な っ た。 こ れ

は，長期投与で は，縮瞳剤 の 点 眼や眼圧 降下剤 の 投 与を完全 に 中止 して越碑加朮湯単

独の 眼圧低下作用 を明 ら か に し に くい た め であ る 。 そ の 効果は，上記 の よ テに ，わず

か 1 時間 で 越 嬋加 朮湯 に よ り上 昇 した眼圧 が す べ て の 症例 で 低 ドした 。

　越婢加朮湯中 の 主薬 は，麻黄，石膏，自求で ある ，， こ れら は，利水作用 を持 ち，ま

た 石膏 が清熱作用 を持 つ こ と か ら，お も に 関節疾患 に使用 され て い る 。 こ の 越 姆加 朮

湯 の 利水作用 の 作用機序は不明 で あ るが，ダ イ ア モ ッ ク ス の よ うに眼圧 を低 ドさ せ る

こ と が 明 ら か に な っ た 。 発 表で は
，

長 期 投与 の 効 果 ， 投与量 の 問題 に も触 れ るっ も り

で あ る 。

　最 後に， こ の 研究 に つ き御助 言 を い た だ い た山 本　巌博士 （第 3 医学研 究会） に 謝

意 を表 し ます 。
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